
　三代目館長は、植物学研究の第一人者
で、現館長の岩槻邦男先生である。誰も経
験したことのない成熟社会、少子高齢社会
を迎え、これまでの館の活動を継承しつ
つ、全館員参加のもとで、「博物館の『新
たなマネジメント』への挑戦」が進んでい
る。その一例が、胎教から墓場までを意図
した「生涯学習院」「展示から演示」など
のキーワードを導入した「新たな『兵庫県
立人と自然の博物館』基本構想の策定（平
成19年）」である。ここに盛り込まれた
内容は、館の日常活動の中で試行的に導入
され実現されている。名古屋での生物多様
性条約第10回締約国会議（COP10）を契
機に、従来から進んでいた「生物多様性」
への試みをより充実させ、展開している。
例えば、兵庫県や神戸市をはじめ行政、企
業での生物多様性戦略策定への協力・後援
と里山などでの現場での実践がある。生涯
学習では、従来から希薄であった乳幼児期
の環境学習支援をすべく「キッズひとはく
推進室」を設置し活動がはじまっている。
東日本大震災後、被災地の子どもたちを元
気づけようと「キッズひとはくキャラバン
in仙台・八戸・久慈」が実施された。多く
のこれらの試みは、館長リーダーシップの
もと、館員の発案、提案に基づき実施され
る状況が実現している。これまでの博物館
ではややもすると希薄であった『新しいマ

ネジメント』の姿を現場で実践し、発展
し、発信し続けているものと思っている。
この時期に、丹波、篠山での相次ぐ恐竜化
石等の発見の明るい話題が加わっている。
　20年を思い返してみると、このような
活動が展開できたのは、新しい博物館を創
ろうという皆様の献身的なご支援によるも
のである。自然系博物館（仮称）基本構想
でお世話になった近藤典生先生（元進化生
物学研究所理事長）、新たな『兵庫県立人
と自然の博物館』基本構想でお世話になっ
た三浦朱門先生（作家、元文化庁長官）を
はじめ、多くの県民・市民、NPO、企業、
行政等の皆様のご支援・ご協力のおかげで
ある。特に、NPO法人「人と自然の会」や
地域研究員の皆様には長い期間にわたり博
物館活動を支えて頂いているし、「共生の
ひろば」「ひとはくフェスティバル」等の
関係者の皆様にも多大なご協力を得てい
る。さらに、博物館の設置者である兵庫県
の多くの方々のご支援ご指導があったこと
は博物館マネジメントの推進に大いに支え
になっている。関係者の皆様にこの紙面を
通じて、心からお礼を申し上げる次第であ
る。

　　　 中瀬　勲
（兵庫県立人と自然の博物館  副館長）

前編では歴代の準備室長、館長の在任期間を区切りに二代目河合雅雄館長まで、後編では引き続き、

三代目館長より「ひとはくの 20 年」を顧みる。
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